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Webの利用範囲の拡大

Webページ・Webサイトを見る

ニュース、ブログ

Webサービス・WebAPIを利用する

検索、メール、SNS、地図、動画、通話、ストレ
ージ
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ユーザ環境の多様化

利用端末の多様化

スマートフォン、タブレットの利用増加

ブラウザだけでなくWebアプリの利用

ネットワーク環境

モバイル、WiFiでの利用
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Webトラフィック量の増加

近年再びWebトラフィック量が増加

over HTTP で代替が可能

RTSP から FLASH

大容量コンテンツのダウンロード

クライアント側への処理のオフロード

JavaScript, CSSの増加
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Webの応答性能の重要性

Bing search

500msecの遅延で1.2%歳入減

Google search

400msecの遅延で0.74%減

オンラインショッピングサイト

利用者は2秒以内の表示を期待
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セッションの流れ

最近のWebコンテンツとトラフィックの傾向

インタラクティブなWebの動き

LTE環境におけるWebのレスポンス

Webの多様化と今後の展望
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Yahoo! トップページ(1)
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トップの写真切り替え

広告との連携

地理情報との連携

SNSとの連携

Yahoo! トップページ(2)
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Yahoo! トップページ(3)

PC+有線環境＋Firefoxで見たときの一例

HTTPリクエスト数：83

転送量: 978.7Kbyte

接続先のドメイン数：13

TCPコネクション数：39

結果は端末、ネットワーク環境などにより異なります。
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Yahoo! トップページ(3)

PC+有線環境＋Firefoxで見たときの一例

HTTPリクエスト数：83 (79)

転送量: 978.7Kbyte (895Kbyte)

接続先のドメイン数：13 (17)

TCPコネクション数：39

結果は端末、ネットワーク環境などにより異なります。

(括弧内は、HTTP Archiveより参照）
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Yahoo! TOPページ(4)

コンテンツタイプの比率
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コンテンツタイプごとの
転送量の推移
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JavaScriptによる
インタラクティブなWeb動作の例
検索キーに対する高速なサジェスト表示

ユーザの操作と同期した処理

地図のインタラクティブな操作

ユーザの操作と非同期な処理
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検索キーのサジェスト表示(1)

入力されたキーワードに対して、検索頻度の高
いキーワードをインクメンタルサーチしながら
返す
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検索キーのサジェスト表示(2)

クライアント

ネットワーク

検索キーに”I”を入力 バックエンド
(DB, APP)

Webサーバ

http://assist.search.yahooapis.jp/AssistSearchService/V1/webassistSearch?
appid=GEI3..&p=I...

15



検索キーのサジェスト表示(2)

クライアント

ネットワーク

検索キーに”I”を入力 バックエンド
(DB, APP)

Webサーバ

Data
JSONP

([“i”, [“イオン”, “ipad”, “一休”, ..

http://assist.search.yahooapis.jp/AssistSearchService/V1/webassistSearch?
appid=GEI3..&p=I...

サジェストの結果だけ書き換え
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地図のインタラクティブな操作(1)

マウスの位置に追従して地図の画像が動く

AJAX: Google Mapsで有名になった操作

プリフェッチ（先行取得）が重要な要素

ユーザの行動を予測して、表示している場所とは
別の（表示されそうな）場所の画像を先に取得
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表示しているのは神保町周辺の地図

地図のインタラクティブな操作(2)
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表示しているのは神保町周辺の地図

地図のインタラクティブな操作(2)
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JavaScript利用することによる
メリット

JavaScript + Dataにより、UIの一部分だけの
処理が可能

メリット

クライアント側の描画処理負荷の軽減

サーバ側のリクエスト処理負荷の軽減

データ集約によるネットワーク側の帯域軽減

ユーザへのレスポンスやUIの向上
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HTML, CSS, JavaScript
の依存関係

DOM、CSSOM、JavaScriptの依存関係が、
Webの応答時間に影響を与える

http://chimera.labs.oreilly.com/books/1230000000545/ch10.html#_hypertext_web_pages_and_web_applications
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LTE接続+IIJトップページ
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LTE接続+IIJトップページ
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ブラウザ内でHTTP要求
が行われたタイミング

パケットキャプチャにおいて
HTTPリクエストの送信開始から
HTTPレスポンスの受信完了まで



LTE接続+IIJトップページ

index.html取得 CSSファイル取得
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LTE接続+IIJトップページ

jquery.jsの取得時間
3.2sec
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LTE接続+IIJトップページ

jquery.jsの取得時間
3.2sec

jquery.jsの取得完了後に
ダウンロードが開始される

コンテンツ群
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LTE接続+yahoo.co.jp

4.9sec
(fp_base_bd_ga_5.3.2.jsの取得)
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LTE接続+YouTube

5.4sec

4.8sec

12.8sec
目的の動画取得
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JavaScriptのファイルサイズ
の推移
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Webの多様化

CSSによるレイアウトやデザインの構築

JavaScriptによる動作やUIの構築

Cookieによるユーザ行動の追跡・分析

行動ターゲティング広告との連携

WebAPIの連携によるWebサービスの構築

マッシュアップ
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今後の展望

新技術の登場と普及

HTML5, SPDY/HTTP2.0

多様化・複雑化と簡素化の流れ

データの集約による、リクエスト数やレスポンス
数（量）の軽減

コネクションの集約による転送速度や応答時間の
向上
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ご清聴ありがとうございました。


